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阿智村教育委員会 令和６年１月定例会会議録 

 

○ 会議日時 令和６年１月 30日(火) 午後１時 30分 

 

○ 会議場所  阿智村コミュニティセンター ホール 

 

○ 出席者  教育長：黒柳紀春 教育長職務代理：原 勝人 

委 員：塚田宏子  

【事務局】 

教育次長：川上 悟（全体進行） 

子育て支援室長：島岡佐喜子 公民館係長：井原祐次 

社会教育係長：中里信之 保育園総園長：沖村信繁 

学校教育係：村田浩一 学校教育専門主事：松澤 徹  

学校教育専門主事：川上清宏 学校教育専門主事：佐々木豊  

英語教育専門員：両角明浩 

（欠席） 

委員：熊谷 歩 委員：熊谷 均 

１ 開会 

 

２ 教育長あいさつ 

・小学校の学校運営について 

・教育委員会の諸課題について 

  

３ 議事事項 

(1) 後援申請「モラロジー生涯学習セミナー」（モラロジー道徳教育財団） 

 ・学校教育係説明 

  ・承認 

 （2）阿智村教育職員の業務量の適切な管理等に関する規則について 

  ・学校教育係、川上学校教育専門主事説明 

     （原 勝人 委員） 

     決められた時間を超えた場合の指導はどのようにするのか。 

（教育長） 

    毎月チェックを行う。担当係から次長へ、次長から教育長へ報告をあげ、指導

が必要と判断した場合は、校長を通じて先生方の指導をしてもらうのが良いと考

える。改善が見られない場合は教育委員会が指導を行うことがあるかもしれない

が、基本的には校長に指導をしてもらう。 

     （原 勝人 委員） 

     校長が教育委員会より先に指導を行うのが本来である。月 100時間未満、80

時間を５か月間許容されることは大きな数字である。 
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（教育長） 

     小学校の先生は放課後の会議はあるが中学校の先生のように部活動の時間がな

い分、小学校の先生の方が超過勤務時間は少ない。中学校は休日部活動もあり超

過勤務時間は随分多いと思っていたが、かなり改善されてきている。校長、教頭

に率先して指導をお願いしたい。 

   ・承認 

 

４ 協議事項 

（1）令和６年度教育委員会関係主要事業について 

・教育次長、保育園総園長、子育て支援室長説明 

     （原 勝人 委員） 

  保育園システムの現在の運用状況はどうか。信州やまほいく認定推進事業の 

内容はどのようなものか。 

（保育園総園長） 

   保育園システムについては端末のノートパソコン・タブレットの整備を 11月

に終了し、保育園の Wi-Fi環境の整備を 11月から 12月に実施した。保育園シス

テムの導入は終わり運用について詰めている段階である。３月には清内路保育園

で試験運用したいと考えている。保護者に対する案内をどうするか等最終的な詰

めをして、４月にスタートできるように進めている。信州やまほいく認定推進事

業は、長野県が推進しているやまほいく事業に申請して認められると、信州型や

まほいくをしている保育園であることがホームページで紹介される。村内外にＰ

Ｒができるとともに、認定された保育園には研修制度があり、自然のものを使い

子どもの成長のため専門家に指導してもらえる。移住を希望される人に自然を体

験できるなどＰＲできて有効である。 

     （原 勝人 委員） 

  信州やまほいく認定推進事業は他の市町村でも実施しているのか。 

（保育園総園長） 

  実施している保育園もあり実施していない保育園もある。 

（塚田宏子 委員） 

   近くに山があり遊びの中で山に行ける状況があり自然に触れることは大切な 

こと。認定されると研修制度も受けられるようなので進めてほしい。 

     （原 勝人 委員） 

  清内路の放課後子供教室の事業を委託していく考えなのか。 

（子育て支援室長） 

   適切なＮＰＯ法人であるということや、児童や教育に関する資格を持っている 

者がいる団体であるか等を考慮して委託業者を選定したい。 

（塚田宏子 委員） 

  子ども家庭センターの妊娠期から切れ目のない子育て支援は難しいことで大変

だが頑張ってほしい。 

・教育次長、公民館係長、社会教育係長説明 
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（2） その他 

 

５ 報告連絡事項 

(1)  各係より 

① ふるさと学習発表会について（学校教育係） 

・松澤学校教育専門主事説明 

      （原 勝人 委員） 

     中学校の発表は先生の言葉だと受検期で生徒が出席できないので録画の形態

をとったというが、生徒たちの実践発表をする場なのか先生方が実践をまとめ

て成果を発表しあう場なのかをはっきりさせた方が良い。一年間の実践発表を

先生の視点からまとめ直したり、村内の先生方に説明できるようにする場だと

思っていた。若干、中学校の発表趣旨が角度が違うような気がしたので確認し

たい。 

（松澤学校教育専門主事） 

   今までも先生の実践発表の場としての位置づけでふるさと学習発表会を実施

してきた。今年の中学校の発表は、村長さんと語る会の内容の発表だったので、

実際に中学生が作ったものを見てもらったり発表を紹介する内容となっていた。

先生の実践発表の場として考えている。 

      （原 勝人 委員） 

   先生方がまとめ直しをすることで力がつき研鑽が生まれることを大事にして

いってほしい。 

② 二十歳の集いについて（公民館係） 

・井原公民館係長説明 

③ 社会教育研究集会について（社会教育係） 

・中里社会教育係長説明 

(2) ２月定例教育委員会開催予定日 ２月 27日（火）午後１時 30分 

(3) その他 

① 阿智村保健福祉審議会答申について 

       ・原 勝人委員報告 

② あちっ子ライフ「生活習慣チェックシート」のまとめについて 

    ・学校教育係説明 

 

６ 閉会                        

（閉会 午後２時 55分） 

教育長・教育委員 署名／捺印 


